
　ペットボトルキャップ（以下「キャップ」という。）は、プラスチック資材の原料として再資源化することが
可能な資源であり、今では多くの自治会や団体がリサイクルのために回収を行っています。
再資源化され、プラスチック資材となったキャップは、様々なプラスチック製品へリサイク
ルされています。飯塚市もキャップ回収を行っており、回収したキャップはリサイクル業者
によりプランターやクリアファイル等のプラスチック製品へとリサイクルされています。
　詳細は飯塚市役所環境整備課（内線1653）までお問合せください。

・水ですすいで汚れを落としたのち、乾かしてか
ら持参してください。
・シール等が貼ってある場合は剥がしてください。
・アルミなどの金属製のキャップや、お酒、調味料、
医薬品などのキャップは回収できません。
・キャップをビニール袋等に入れて持参される場
合、袋にいれたままにせず、取り出してからキ
ャップのみを回収ボックスへ入れてください。
袋は各自お持ち帰りください。
・プルタブは回収対象ではありませんので、キャ
ップ回収ボックスには入れないでください。

飯塚市では以下の場所にてキャップ回収をおこなっています。

ペットボトルキャップのリサイクルについて

飯塚市のペットボトルキャップ回収箇所 キャップ回収についてのお願い

ペットボトルキャップをリサイクルしよう環境コラム

・飯塚市役所本庁 ・各支所
・各交流センター ・飯塚市クリーンセンター
・エコ工房 ・飯塚市市民交流プラザ
・健康の森公園 ・穂波 B&G海洋センター
・穂波体育館
・市内ハローデイ各所（九工大前店、穂波店、柏の森店）
・市内小中学校（回収協力校のみ）
・市内幼稚園・保育園（回収協力園のみ）
・市内回収協力団体

※　現在、AI の学習途上であり、Q＆Aは随時整備していますが、質問に答えられない場合があります。予めご了承ください。
※　個人情報に関する質問は受け付けていません。名前や住所、電話番号など個人情報に関する内容を入力しないようにご注意ください。

その他注意事項は、ホームページをご覧ください。

詳しくは、ホームページをご覧ください。
スマートフォン等で上記QRコードを読み込み または「飯塚市  AIチャットボット」で検索

ぼたぼんが皆様の質問にお答えします !

©ぼたぼん

飯塚市  AI チャットボット

LINE友だち登録QRコードAIチャットボットの
利用について

　市役所の手続きや制度等の質問についてAI（人工知能）
を用いて、ぼたぼんが対話形式でお答えします。
　質問したい時に、いつでも質問ができます。
　市ホームページまたは飯塚市公式LINEアカウントか
らご利用できます。
　飯塚市公式LINEアカウントの友だち登録は、下のQR
コードを読み込むか、「@iizuka_city」でID検索してく
ださい。

国際ひろば
外国人のための日本語教室～
日本語ボランティアを募集しています。

スピーチコンテスト 2021
【高校生英語スピーチ、外国人日本語スピーチ】

第 1・第 3 木曜の夜 7 時から飯塚市役所本庁において無料で開催しています。
留学生やご家族の方、技能実習生の方々が楽しく学習しています。飯塚市にお住まいの方または
勤務している方で、参加を希望する外国人の方や、日本語を教えたい方はお問合せください。

新型コロナウイルス感染症対策のため観覧者の人数を制限します。
オンラインによる視聴を予定していますので、下記の QR コードから入力フォームによりお申
し込みください。感染症対策により中止とした場合は、録画による審査に変更します。その場
合は、オンライン配信はありません。

◎問合せ　飯塚国際交流推進協議会事務局　国際政策課（☎内線1647）

◎申込先　国際政策課（内線 1647）
　※新型コロナウイルス感染症対策や荒天のため、中止する場合があります。詳細はお問合せください。

（インドネシア出身留学生　アンディーさん）
日本語教室に来て良かったことは、国や年齢の違う
たくさんの人と出会えたことです。みんな、本当に
いい人です。私の先生は明るくて、フレンドリーな
人です。クラスは、とても快適で、この雰囲気が好
きです。また、この日本語教室では、日本人とも会
話するので、日本語の練習ができます。

前列一番右がアンディーさん

日　時：11月7日（日）12時予定
オンライン視聴申込期限：11月3日（水）
申込先：https://forms.gle/L7QNh5M3ssfnqd9J9

（日本語教室講師　柳瀬先生）
30年以上前、日本に農業を勉強しに来ている人たち
と、その日本語の先生に会いました。
その人たちは日本語を話すことができましたので、
その人のことと、その人の国のことを知ることがで
きました。私も日本に住む外国人のみなさんが、日
本で幸せに暮らすお手伝いをすることができたらう
れしいなと思ったので日本語を教えています。
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